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通
告
事
項
の
要
約

会
派
名
　
議 

員 

氏 

名

質問の
順　番

一
般
質
問
の
表
題

答
弁
者

図
書
館
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
議
会
事

務
局
／
情
報
公
開
窓
口（
東
庁
舎
）

図
書
館
等
、議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

2
月
下
旬
頃
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

２４

や
ま
ぶ
き
会

小　

高　

浩　

行

あ
ぜ
や
用
排
水
路
の
維
持
管
理３

公　

明　

党

田　

畑　

た
き
子

学
校
教
育
で
の
教
員
の
中
立
性４

公

明

党

奥　

貫　

真　

紀

地
域
や
企
業
と
の
取
り
組
み

１

の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
が
、

今
後
、
さ
ら
に
自
治
会
な
ど

の
地
域
団
体
と
の
連
携
を
よ

り
密
接
に
し
、
企
業
に
対
し

て
も
連
携
を
深
め
て
い
く
。

ま
た
、
先
進
都
市
の
事
例
な

ど
を
研
究
し
な
が
ら
、
市
民
、

団
体
、
企
業
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
防
犯
活
動
を
推
進
し
、

一
層
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
る
。

質問
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

質問
川
越
市
駅
周
辺
整
備

タ
ー
ル
の
農
地
に
お
い
て
、

農
業
者
や
水
利
組
合
、
自
治

会
な
ど
が
共
同
し
て
行
う
維

持
管
理
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。

　

こ
の
交
付
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
国
が
今
年
度 

か
ら

法
制
化
し
実
施
し
て
お
り
、

こ
の
取
組
み
を
積
極
的
に
拡

充
し
て
い
き
た
い
。

質問
人
材
育
成
と
人
事
評
価

質問
農
地
プ
ラ
ン
と
農
地
保
全

費
用
の
助
成
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ

ッ
ク
実
施
促
進
の
た
め
の
助

成
金
」
の
制
度
が
あ
る
。

　

市
の
助
成
金
制
度
に
つ
い

て
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
の
周
知
、
啓
発
活
動
の

充
実
を
図
り
、
今
後
の
市
内

中
小
企
業
に
お
け
る
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
状

況
や
他
市
の
状
況
を
把
握
し

検
討
し
て
い
き
た
い
。

質問
ス
ト
レ
ス
検
診
へ
の
対
応

出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
や
運
営
の
状
況
に
よ

り
、
違
い
が
生
じ
た
も
の
で

あ
る
。

　

今
後
は
、
基
本
方
針
で
は
、

使
用
料
の
検
証
を
定
期
的
に

行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の

で
、
各
施
設
の
利
用
状
況
や

利
用
者
の
反
応
等
を
注
視
し

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

質問
ウ
ェ
ス
タ
川
越
の
各
施
設

よ
る
政
治
的
活
動
等
に
つ
い

て
」
を
市
立
川
越
高
等
学
校

に
通
知
し
た
。
更
に
、
教
職

員
に
周
知
・
徹
底
を
図
る
た

め
、
改
め
て
指
導
上
の
政
治

的
中
立
を
確
保
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
内
容
を
ま

と
め
、
指
導
し
た
。
今
後
も
、

教
職
員
の
指
導
上
の
政
治
的

中
立
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

質問 

18
歳
選
挙
権

問問
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
の
さ
ら
な
る
推
進
の
た
め

行
政
、
警
察
、
自
治
会
な
ど

の
地
域
団
体
お
よ
び
企
業
と

ど
の
よ
う
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
。

答
市
民
部
長　

犯
行
の
機
会

を
与
え
な
い
、
犯
罪
を
起
こ

さ
せ
な
い
地
域
環
境
を
作
る

こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
防
犯
意
識

問問
農
地
の
あ
ぜ
や
用
排
水
路

の
維
持
管
理
に
関
す
る
対
応

に
つ
い
て
、
農
業
者
だ
け
で

は
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、

市
の
対
応
を
伺
い
た
い
。

答
産
業
観
光
部
長　

市
で
は
、

こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

農
業
・
農
村
の
有
す
る
多
面

的
機
能
の
維
持
に
関
す
る
国

の
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、

北
山
田
地
区
、
古
谷
本
郷
地

区
、
伊
佐
沼
周
辺
地
区
の
計

３
地
区
、
合
計
１
２
９
ヘ
ク

問問
平
成
27
年
12
月
よ
り
義
務

化
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
検
診
の

実
施
に
む
け
て
、
市
内
中
小

企
業
で
働
く
勤
労
者
が
数
多

く
受
診
で
き
る
様
に
助
成
金

制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
産
業
観
光
部
長　

国
の
助

成
金
と
し
て
、
従
業
員
数
50

人
未
満
の
事
業
場
が
合
同
で
、

医
師
・
保
健
師
な
ど
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
、

そ
の
後
の
医
師
に
よ
る
面
接

指
導
な
ど
を
行
っ
た
場
合
に
、

問問
南
公
民
館
と
同
等
規
模
施

設
の
利
用
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ

１
１
０
０
円
と
１
５
０
０
円

で
あ
り
、
35
％
以
上
の
開
き

が
あ
る
。
今
後
何
ら
か
の
対

処
を
す
る
つ
も
り
は
有
る
か
。

答
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

南

公
民
館
と
川
越
市
文
化
芸
術

振
興
・
市
民
活
動
拠
点
施
設

の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
本
市
の
「
公
の
施
設

の
使
用
料
設
定
に
あ
た
っ
て

の
基
本
方
針
」
を
基
本
に
算

問問
市
立
川
越
高
校
に
お
い
て

教
員
が
個
人
的
な
主
義
主
張

を
述
べ
る
こ
と
は
さ
け
、
中

立
か
つ
公
正
な
立
場
で
の
生

徒
へ
の
指
導
を
。

答
学
校
教
育
部
長　

公
職
選

挙
法
第
１
３
７
条
で
は
、
教

育
者
の
地
位
利
用
の
選
挙
運

動
の
禁
止
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
る
。
違
反
行
為
が
生
じ

な
い
よ
う
、
「
高
等
学
校
等

に
お
け
る
政
治
的
教
養
の
教

育
と
高
等
学
校
等
の
生
徒
に

や
ま
ぶ
き
会

中　

原　

秀　

文

35
％
以
上
の
開
き
へ
の
対
処
２

民　

主　

党

片　

野　

広　

隆

ス
ト
レ
ス
検
診
実
施
へ
の
助
成５


